
超音波探傷器 EPOCH 650
スタートガイド
 

使用目的
EPOCH 650は、工業用および商業用材料の非破壊検査を目的として設計された製品です。これらの
使用目的以外で EPOCH 650を使用しないでください。

ユーザーズマニュアル
本製品の使用前に、超音波探傷器 EPOCH 650のユーザーズマニュアルをお読みになり、その内容を
十分に理解した上で、指示に従って製品を使用してください。ユーザーズマニュアルには、本製品を
安全かつ効果的に使用するために不可欠な情報が記載されています。ユーザーズマニュアルは、いつ
でも参照できるよう安全な場所に保管してください。

安全性に関する表示

この記号は、正しく実行または守られなければ死亡あるいは人体に深刻な損傷を負わせる切迫した危
険な状況をもたらす可能性がある手順や手続きであることを示しています。

この記号は、正しく実行または守られなければ死亡あるいは人体に深刻な損傷を負わせる可能性があ
る手順や手続きであることを示しています。

この記号は、正しく実行または守られなければ中程度以下の障害、特に機器の一部あるいは全体の破
損、あるいはデータの喪失につながる可能性のある手順や手続きなどに注意する必要があることを表
しています。

危険

警告

注意
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パッケージの中身
EPOCH 650には、以下の主要アクセサリが標準で含まれています。

1. 探傷器の輸送用ケース（P/N: 600-TC [U8780294]）
2. ACチャージャー /アダプター（P/N: EP-MCA-X）（Xは電源コードのモデルを示します）。
3. 電源コード
4. microSDメモリカード（2GB）およびアダプター（P/N: MICROSD-ADP-2GB [U8779307]）
5. 『超音波探傷器 EPOCH 650スタートガイド』(P/N: DMTA-10056-01JA [Q7780005])

6. 『超音波探傷器 EPOCH 650ユーザーズマニュアル』 (P/N: EP650-MANUAL-CD [Q7780010]) 
[CD-ROM]

7. USBケーブル（P/N: EPLTC-C-USB-A-6 [U8840031]）×1本 ])（下の図に USBケーブルは表示
されていません）

接続

4

2

3

5

6

1

Lock

受信探触子
コネクター

送信 /受信探触子コネクター チャージャー /アダプターコネクター

アナログ出力（オプション）警告記号
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感電を避けるために、BNC（またはレモ）コネクターの内部導体には決して触れないようにしてく
ださい。内部導体には、最大 400Vの電圧がかかる場合があります。上の図に示している警告記号
は、感電の危険性について注意を促しています。

ACチャージャー /アダプター

EPOCH 650対応 ACチャージャー /アダプターは、探傷器に付属しています。このチャージャー /
アダプターを使用すると、バッテリーが内蔵されているかどうかにかかわらず、EPOCH 650に電源
を供給することができます。また、探傷器にリチウムイオン充電式バッテリーが内蔵されている場合
は、そのバッテリーを充電することもできます。

指定外の電源コードを使って本装置の電力供給を行ったり、バッテリーを充電する場合、Evidentは
装置の電気的な安全性については保証できません。

リチウムイオンバッテリーを充電するには
EPOCH 650は、ACチャージャー /アダプターに接続されている間に内部バッテリーを充電します。

EPOCH 650のチャージャー /アダプター（P/N: EP-MCA-X）は、EPOCH 650への電力供給とリチ
ウムイオンバッテリーのみ（P/N: 650-BAT-L-650 [U8051431]）の充電を目的として設計されていま
す。EP-MCAチャージャー /アダプターで他の電子機器の電力供給や充電を行わないでください。使
用すると、爆発を引き起こし、死亡や深刻な負傷を負う恐れがあります。
バッテリー収納部に指定外のバッテリーやチャージャー /アダプターを使用しないでください。使用
すると、爆発や負傷の原因となる恐れがあります。

注意

USBコネクター

microSD外部メモリ
カードスロット

側面ドア VGA出力コネクター
およびデジタル出力
コネクター

基本操作手順

注意

注意
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バッテリーは、探傷器の出荷時にフル充電されていません。バッテリーを使って操作する前に、2～
3時間バッテリーを充電してください。

バッテリーを交換するには
1. EPOCH 650の電源をオフにし、DC電力との接続を外します。
2. EPOCH 650の背面にあるスタンドを完全に開きます。
3. バッテリー収納カバーが固定されている 2本の止めネジを緩め、そのカバーを取り外します。
4. 使用済みのバッテリーを取り出します。
5. バッテリーのコネクターをバッテリー収納部のコネクターに合わせて、新しいバッテリーを挿

入します。
6. バッテリー収納カバーを元に戻します（このカバーのタブと装置の底部にあるスロットを合わ

せます）。
7. 2本の止めネジで装置を固定します。

microSDカードを取り付けるには

1. microSDカードをパッケージから取り出します。
2. 2本の止めネジを緩めて、EPOCH 650の側面のドアを開きます。
3. 金属のピンが探傷器の前面の方を向くようにして、カードを持ちます。
4. カチッという音がするまでカードをmicroSDスロットに軽く差し込みます。

重要

リチウムイオンバッテリー（600-BAT-L-3 [U8051431]）

スタンド

バッテリー収納カバー
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microSDカードを取り外すには、EPOCH 650にカードを軽く差し込み、手を離します。バネ構造に
よってカードが押し出されたら、カードを探傷器から取り外します。

キーパッドおよびダイレクトアクセスキー
EPOCH 650の操作には、調整ノブとナビゲーションキーパッドが用意されています。どちらの操作
方法にも英語および国際記号のキーパッドがあります。日本語版と中国語版もあります。どのキー
バッドでも機能はすべて同じです。国際記号キーパッドでは、キーのラベルが絵文字で表示されてい
ます。

[次へ ]キーは、メニューと設定ページを操作するときに使用します。矢印キー（ナビゲーション
キーパッドバージョン）または調整ノブ（調整ノブバージョン）は、パラメーターの値を選択・変更
するときに使用します。各キーのラベルは、キーの主な機能を示しています。ダイレクトアクセス
キーの上のラベルは、2次キーの機能を示しています。2次キーを使用する前に、2nd Fキーを押す必
要があります。

microSDカード（P/N: MICROSD-ADP-2GB [U8779307])

参考
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調整ノブ

チェックキー
とエスケープ
キー

ダイレクト
アクセスキー

全画面 /次へキー

英語 国際記号

中国語 日本語

調整ノブ

チェックキー
とエスケープ

キー

ダイレクト
アクセスキー

全画面 /次へキー
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ソフトウェアユーザーインターフェイス

矢印キー
チェックキーと
エスケープキー
ダイレクト
アクセスキー

ダイレクト
アクセスキー

全画面 /次へキー

英語 国際記号

中国語 日本語

矢印キー
チェックキーと
エスケープキー
ダイレクト
アクセスキー

ダイレクト
アクセスキー

全画面 /次へキー

ファンクション
キー

パラメーターキー
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メニューグループ
EPOCH 650には 5つのメニューグループがあります。各メニューグループは番号で識別します
（1/5、2/5、3/5、4/5、および 5/5）。すべてのメニューグループをスクロールするには、[次へ ]キー
を使用します。

ライブ A-スキャ
ンビュー

表示測定値
（最大 5個）

パラメーターボタン

メニューボタ
ン

基本パラメー
ター

ゲート 2（青色）

ゲート 1（赤色）
グループメ
ニュー識別番号

ファイル ID番号ファイル名

[次へ ]キー

1/5 2/5 3/5 4/5 5/5
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測定記号およびフラグ
EPOCH 650では、ライブスキャン領域の右側の細いバーと、画面上部にフラグセットを表示して、
特定の機能が有効であることを示します。

フラグ 説明 フラグ 説明
長さの単位はインチです。 校正が有効です。

長さの単位はミリメートルで
す。

曲面補正（CSC）が有効です。

単位はマイクロ秒です。 ゲートトラッキング（エコー to
エコー）が有効です。

2nd Fキーが押されていることを
示します。

ズームが有効です。

ゲート 1はピーク測定モードで
す。

フリーズが有効です。

ゲート 2はピーク測定モードで
す。

自動フリーズが有効です。

ゲート 1はエッジ測定モードで
す。

MA表示が有効です。

ゲート 2はエッジ測定モードで
す。

2nd F、PKホールドが有効です。

ゲート 1は最初のピーク測定
モードです。

波形平均化が有効になっている
ことを示します。

ゲート 2は最初のピーク測定
モードです。

オン /オフ以外のすべてのファ
ンクションキーへのアクセスが
ロックされています。

ゲート 1は Jフランク測定モー
ドです。

microSDカードが装着されてい
ることを示します。

ゲート 2は Jフランク測定モー
ドです。

microSDカードが装着されてい
ないことを示します。

DACが有効です。 現在の設定では、波形の更新が
60Hz以下に制限されています。

DGSが有効です。 チャージャーが接続され、バッ
テリーが充電されていることを
示します。

AWSが有効です。 探傷器がバッテリー電源で動作
していることを示します。

API 5UEが有効です。 ビデオ記録モードによってビデ
オが処理中であることを示しま
す。

テンプレート保存が有効です。
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バッテリーに関する注意

• 使用済みの本製品のバッテリーは、地方自治体の条例または規則に従って適切に処理してくだ
さい。

• リチウムイオンバッテリーは、梱包方法、適切な輸送方法などが国連の危険物輸送勧告（国連
勧告）に基づき、国際民間航空機関（ICAO）、国際航空運送協会（IATA）、国際海事機関
（IMO）、米国運輸省（USDOT）、カナダ運輸省（TC）などが規制を設けています。リチウムイ
オンバッテリーを輸送する場合は、これらの規制を満たさなければなりません。リチウムイオ
ンバッテリーの輸送条件については、事前に取引先の輸送会社に確認してください。

• バッテリーを分解、圧壊、貫通しないでください。事故の原因となる恐れがあります。
• バッテリーを焼却しないでください。火気あるいは極度の熱気を避けてください。バッテリー

が極度の熱気に触れると爆発につながる恐れがあります。
• 落下や打撃、誤用のないようにしてください。
• バッテリーの端子をショートさせないでください。ショートはバッテリーに深刻な損傷を与え、

使用できなくなる原因となる可能性があります。
• バッテリーを湿気または水滴にさらさないようにしてください。感電の原因となる可能性があ

ります。
• バッテリーの充電には、EPOCH 650に付属のチャージャーのみを使用してください。
• Evident製のバッテリーのみを使用してください。
• バッテリーは、40%以下の残量で保管しないようにしてください。バッテリーを保管する前

に、40～ 80%のバッテリー容量に充電してください。
• バッテリーの容量は常に 40～ 80%に保ってください。
• EPOCH 650を保管する際は、バッテリーを探傷器の中に入れたままにしないでください。

電気に関する警告

探傷器を接続する電源は、探傷器の銘板に記載されているものと同じ種類でなければなりません。

指定外の電源コードを使って本探傷器の電力供給を行った場合、Evidentは、探傷器の電気的な安全
性については保証できません。

本製品の廃棄処分
本製品を廃棄する際は、地方自治体の条例または規則に従ってください。ご不明な点は、ご購入先の
Evidentの販売店へお問い合わせください。

注意

警告

注意
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